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【 背 景 】 飼 料 価 格 が 高 止 ま り す る 近 年 に お い て 、 和 牛 繁 殖 農 家 （ 以

下 、 農 家 ） の 収 益 向 上 に は 、 生 産 コ ス ト の 低 減 と 、 遺 伝 的 評 価 値 の

高 い 優 良 子 牛 の 生 産 が 重 要 で あ る 。 生 産 コ ス ト の 中 で 、 飼 料 コ ス ト

低 減 の 手 段 の 一 つ と し て 野 草 給 与 は 有 用 で あ る が 、品 質 の 不 安 定 さ 、

毒 草 の 混 入 リ ス ク な ど の 問 題 が あ る 。 今 回 、 農 家 で の 長 期 的 な 収 益

向 上 を 目 指 し 、 野 草 活 用 に 係 る 注 意 喚 起 と 、 遺 伝 的 優 良 子 牛 生 産 の

た め の ゲ ノ ミ ッ ク 育 種 価（ 以 下 、G 育 種 価 ）の 活 用 推 進 に 取 組 ん だ 。  

【 方 法 】 ① 野 草 を 飼 料 活 用 す る 農 家 2 戸 （ A,B 農 家 ） で 、 野 草 の 水

分 含 量 測 定 と 飼 料 設 計 を 実 施 し た 。 ま た 、 野 草 を 活 用 す る C 農 家 で

発 生 し た キ ョ ウ チ ク ト ウ 中 毒 を 疑 う 事 例 に つ い て 、 そ の 発 生 経 緯 や

症 状 等 と 併 せ て 、農 場 内 で よ く 確 認 さ れ る 毒 草 に つ い て 周 知 文 書（ 衛

生 だ よ り ） を 作 成 し 、 全 農 家 へ 配 付 し た （ 図 1）。 ② G 育 種 価 へ の 理

解 を 深 め る た め 、 全 農 家 に 対 し 、 G 育 種 価 に 関 す る 講 習 会 へ の 参 加

を 促 し 、あ わ せ て G 育 種 価 活 用 に 係 る 衛 生 だ よ り を 配 付 し た（ 図 2）。

つ ぎ に 、G 育 種 価 解 析 支 援 金（ 以 下 、検 査 支 援 ）の 活 用 を 推 進 し た 。

本 支 援 金 は 、 G 育 種 価 検 査 に 係 る 費 用 の 1/2 以 内 （ 上 限 10,000 円 /

頭 ）を 支 援 す る も の で R6 年 度 の 本 県 単 独 事 業 と し て 実 施 さ れ た 。本

来 、 農 場 の 繁 殖 雌 牛 の 全 頭 検 査 が 望 ま し い が 、 農 家 が 自 身 の 経 営 状

況 に 応 じ て 検 査 コ ス ト を 選 択 で き る よ う 、 繁 殖 雌 牛 の 検 査 優 先 リ ス

ト を 作 成 し た 。 検 査 優 先 リ ス ト は 表 1 の 要 領 で 作 成 し 、 優 先 度 の 高

い 順 に ◎ 、 〇 、 △ 、 ×と 表 記 し た 。  

【 結 果 】 ① A 農 家 の 野 草 の 水 分 含 量 は R6 年 12 月 で 26.8%、 R7 年 7

月 で 14.8％ と な っ た 。 B 農 家 で は R7 年 11 月 で 36.8%で あ っ た 。 日

本 標 準 飼 料 成 分 表（ 1）に 基 づ き 、野 草 の 水 分 含 量 の 違 い を 考 慮 し た

飼 料 の 再 設 計 を 実 施 し た と こ ろ 、 A， B 農 家 に お け る 各 期 の 乾 物 量

（ DM） ,粗 タ ン パ ク 質（ CP） ,可 消 化 養 分 総 量（ TDN）の 充 足 率 は 表 2

の と お り と な っ た 。計 算 上 CP の 充 足 率 が 高 値 に な っ た た め 、野 草 の

水 分 含 量 や 、 母 牛 の 栄 養 状 態 、 繁 殖 状 況 を 観 察 し 、 給 与 量 を 調 整 す

る よ う 指 導 し た 。 ま た 、 毒 草 の 周 知 文 書 を 配 付 す る 中 で 、 1 農 家 の

敷 地 内 で ヨ ウ シ ュ ヤ マ ゴ ボ ウ（ 図 3）を 発 見 し た た め 注 意 喚 起 し た 。

本 毒 草 に 対 す る 牛 の 嗜 好 性 は 低 く 1 )、 通 常 摂 取 す る こ と は 少 な い と

さ れ て い る が 、 今 回 の 件 は 、 農 場 内 を よ く 観 察 し 有 毒 植 物 に 注 意 す

る き っ か け と な っ た 。② 講 習 会 に は 管 内 9 農 家 中 7 農 家 が 参 加 し た 。

検 査 支 援 実 績 に つ い て は 、 管 内 で 140 頭 と な り 、 内 訳 は 表 3 の と お

り と な っ た 。 検 査 優 先 度 ◎ の 牛 で 実 施 し な か っ た 牛 が い る 農 家 に よ



る と 、 検 査 し な い 主 な 理 由 は 経 営 状 況 の 悪 化 の た め で あ っ た 。 特 に

令 和 6 年 は 子 牛 価 格 が 著 し く 下 落 し た 年 で 、 畜 主 は 検 査 の 意 義 を 理

解 し つ つ も 、 検 査 へ の 投 資 は 難 し い と い う 意 見 で あ っ た 。  

【 考 察 】 野 草 の 飼 料 活 用 は 、 野 草 の 水 分 含 量 が 不 安 定 で 毒 草 混 入 の

リ ス ク が あ る こ と か ら 、 給 与 す る 野 草 に 毒 草 の 混 入 が な い こ と を 確

認 す る 重 要 性 を 周 知 で き た 。 引 き 続 き 農 家 に 対 し 、 助 言 、 注 意 喚 起

を 行 い 、 安 全 か つ 安 定 的 な 野 草 給 与 技 術 の 定 着 に よ り 、 飼 料 コ ス ト

の 低 減 に 繋 が る よ う 指 導 す る 。 ま た 、 G 育 種 価 に つ い て は 、 講 習 会

へ の 参 加 や 衛 生 だ よ り の 配 付 に よ り 、 農 家 の G 育 種 価 活 用 方 法 の 習

得 に つ な が っ た と 考 え ら れ た 。G 育 種 価 の 活 用 事 例 と し て 、G 育 種 価

が 高 い 牛 で 採 卵 し た 事 例 や 、 も と も と 子 牛 市 場 に 出 荷 す る 予 定 で あ

っ た 子 牛 を 、 G 育 種 価 が 高 い と い う 理 由 で 繁 殖 用 に 保 留 し た 事 例 が

認 め ら れ た 。 一 方 、 育 成 牛 確 保 の た め や む を え ず G 育 種 価 が 極 め て

低 い 雌 子 牛 を 保 留 し た 事 例 も あ っ た が 、 受 精 卵 移 植 （ ET） の 受 胚 牛

（ レ シ ピ エ ン ト 牛 ） に 仕 向 け る よ う 指 導 し た 。 こ れ ら の こ と か ら 、

育 種 価 の 高 い 子 牛 を 生 産 で き る 可 能 性 が 高 ま っ た と 考 え ら れ る 。 今

後 、 繁 殖 牛 群 の さ ら な る 改 良 の た め 、 母 牛 と 交 配 種 雄 牛 の G 育 種 価

か ら 予 測 さ れ る 期 待 G 育 種 価 を 踏 ま え た 人 工 授 精 用 の 凍 結 精 液 選 択

の 助 言 や 、 和 牛 改 良 組 合 で の 勉 強 会 の 開 催 支 援 等 に 取 り 組 み つ つ 、

引 き 続 き G 育 種 価 検 査 を 推 進 し 、 地 域 で の よ り 効 率 的 な 育 種 改 良 、

遺 伝 的 優 良 子 牛 の 生 産 を 目 指 し 、 子 牛 価 格 の 向 上 に つ な げ た い 。  
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図1 中毒に対する衛生だより 図2 G育種価活用に係る衛生だより

表1 検査優先リスト作成要領

対象優先度

・令和元年以降生まれ
・育種価が未判明
・育種価区分が「期待」または「期待の期待」
・枝肉６形質のみ実施済で脂肪の質が未検査

◎

・平成26～31年生まれで、推定育種価が判明〇

・平成25年以前生まれで、推定育種価が判明△

・廃用予定×

表2 A,B農家における飼料充足率

充足率(維持期)

水分含量(%) TDN(%)CP(%)DM(%)

126.4 176.9 105.0 26.8 R6.12 野草

127.6 178.0 106.0 14.8 R7.7   野草

129.5 176.9 107.6 36.8 R7.11 野草

A農家

B農家

図3 ヨウシュヤマゴボウ

表3 検査支援実績

実施率対象頭数検査頭数優先度

80.2%12197◎

23.1%7818〇

ーー1△

ーー0×

ーー24新生～育成牛


